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１【新規上場申請のための有価証券報告書（Ⅰの部）の訂正報告書の提出理由】 
 平成22年１月26日付をもって提出した新規上場申請のための有価証券報告書（Ⅰの部）の記載事項のうち、当第

３四半期連結会計期間（平成21年10月１日から平成21年12月31日まで）及び当第３四半期連結累計期間（平成21年

４月１日から平成21年12月31日まで）の四半期連結財務諸表について、株式会社東京証券取引所有価証券上場規程

第211条第６項の規定に基づき、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に準じて、四半期レビュー報告書を受領

したため、これに関連する事項を訂正するため、新規上場申請のための有価証券報告書（Ⅰの部）の訂正報告書を

提出するものであります。 

 

２【訂正事項】 
第一部 企業情報 ……………………………………………………………………………………………………  1頁 

第２ 事業の状況 …………………………………………………………………………………………………  1 

１ 業績等の概要 ……………………………………………………………………………………………  1 

２ 生産、受注及び販売の状況 ……………………………………………………………………………  3 

７ 財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析 ……………………………………… 13 

第３ 設備の状況 ………………………………………………………………………………………………… 17 

１ 設備投資等の概要 ……………………………………………………………………………………… 17 

２ 主要な設備の状況 ……………………………………………………………………………………… 18 

第５ 経理の状況 ………………………………………………………………………………………………… 21 

１ 連結財務諸表等 ………………………………………………………………………………………… 22 

(1）連結財務諸表 ………………………………………………………………………………………… 22 

(2）その他 ………………………………………………………………………………………………… 43 

２ 財務諸表等 ……………………………………………………………………………………………… 45 

(1）財務諸表 ……………………………………………………………………………………………… 45 

［四半期レビュー報告書］ 

 

３【訂正箇所】 
 訂正箇所は＿＿＿罫で示してあります。 

 （ただし、「第一部 企業情報 第５ 経理の状況 １ 連結財務諸表等、及び２ 財務諸表等」については＿

＿＿罫を省略しております。） 
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第一部【企業情報】 
 

第２【事業の状況】 
 

１【業績等の概要】 

(1）業績 

  （訂正前） 

（省略） 

第10期中間連結会計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日） 

 当中間連結会計期間におけるわが国経済は、昨年秋以降の世界的な景気悪化の影響を受け、企業収益や設備

投資が減少したほか、雇用不安や所得減少に対する懸念が継続しております。また、輸出、生産などの一部に

おいては底入れの兆しが見えるものの、個人消費の減退感は緩まず、本格的な景気回復基調を迎えるには至っ

ておりません。しかしながら、当社グループを取り巻くペット関連業界においては、個人消費の弱まりの影響

を大きく受けることなく、比較的堅調に推移しました。 

 このような経営環境のもと、当社グループの中核企業であるアニコム損害保険株式会社は、保険募集の主軸

となるペットショップ代理店において、保険料支払い方法の分割払い対応を行うべく募集システムインフラの

改善を進め、契約者の利便性向上を図ったこともあり、保険加入率はゆるやかに上昇いたしました。一方で、

損保開業から注力する金融機関代理店においては、西武信用金庫、水島信用金庫、株式会社東京スター銀行な

ど、リテール分野に強みをもつ地域金融機関代理店における取扱いが開始されており、着実に代理店網を拡大

しております。また、大阪府南部地域を中心に店舗展開するトヨタカローラ南海株式会社、輸入車代理店では

国内最大規模を誇る株式会社ヤナセにおける保険募集が開始されるなど、ディーラー代理店網の構築を進めて

まいりました。 

 以上のような施策を展開した結果、保険引受収益4,248,120千円、資産運用収益31,878千円などを合計した

経常収益は、4,355,684千円となりました。一方、責任準備金繰入額及び支払備金繰入額を含む保険引受費用

2,616,927千円、営業費及び一般管理費1,484,616千円等を合計した経常費用は4,244,378千円となり、111,305

千円の経常利益となりました。これに特別損失、法人税及び住民税等などを加減した中間純利益は114,367千

円となりました。 

 

  （訂正後） 

（省略） 

第10期第３四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日） 

 当第３四半期連結累計期間における我が国経済は、企業業績の悪化や雇用不安など先行き不透明な状況にあ

り、景気対策により若干の改善はみえるものの、政府が約３年半ぶりに「デフレ宣言」を行うなど個人消費は

未だ低迷の渦中にあり厳しい状態で推移いたしました。 

 このような経営環境のもと、当社グループの中核となるアニコム損害保険株式会社は、ペット保険募集の主

力となるペットショップ代理店における契約獲得率の向上と、契約継続率のさらなる向上に注力してまいりま

した。 

 以上のような施策を展開した結果、保険引受収益6,536,331千円、資産運用収益51,390千円などを合計した

経常収益は、6,694,250千円となりました。一方、責任準備金繰入額及び支払備金繰入額を含む保険引受費用

4,045,155千円、営業費及び一般管理費2,242,317千円等を合計した経常費用は6,499,898千円となり、194,351

千円の経常利益となりました。これに特別損失、法人税及び住民税等などを加減した四半期純利益は220,122

千円となりました。 

 



 

－  － 
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(2）キャッシュ・フローの状況 

  （訂正前） 

（省略） 

第10期中間連結会計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日） 

 当中間連結会計期間末の現金及び現金同等物（以下「資金」という。）の残高は、前連結会計年度末より

82,105千円増加し、563,396千円となりました。 

 当中間連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とその主な要因は、次のとおりであります。 

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 当中間連結会計期間における営業活動の結果、785,122千円の資金収入となりました。その主な要因は、税

金等調整前中間純利益の計上額108,098千円及び保険契約準備金（責任準備金及び支払備金）の増加額478,498

千円であります。 

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 当中間連結会計期間における投資活動の結果、680,915千円の資金支出となりました。その主な要因は、資

産運用活動による支出631,770千円であります。 

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 当中間連結会計期間における財務活動の結果、1,922千円の資金支出となりました。これはリース債務の返

済によるものであります。 

 

  （訂正後） 

（省略） 

第10期第３四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日） 

 当第３四半期連結会計期間末の現金及び現金同等物（以下「資金」という。）の残高は、前連結会計年度末

より14,485千円減少し、466,805千円となりました。 

 当第３四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とその主な要因は、次のとおりであります。 

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 当第３四半期連結累計期間における営業活動の結果、1,122,102千円の資金収入となりました。その主な要

因は、税金等調整前四半期純利益の計上173,496千円及び保険契約準備金（責任準備金及び支払備金）の増加

額645,141千円であります。 

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 当第３四半期連結累計期間における投資活動の結果、1,113,773千円の資金支出となりました。その主な要

因は、資産運用活動による支出1,018,209千円であります。 

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 当第３四半期連結累計期間における財務活動の結果2,634千円の資金支出となりました。これはリース債務

の返済によるものであります。 

 



 

－  － 
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２【生産、受注及び販売の状況】 

(1）経常収益の状況 

  （訂正前） 

 最近２連結会計年度及び当中間連結会計期間の経常収益を事業部門別に示すと、次のとおりであります。 

前連結会計年度 
(自 平成19年４月１日
至 平成20年３月31日)

当連結会計年度 
(自 平成20年４月１日
至 平成21年３月31日)

対前年 
増減率 
（△） 

当中間連結会計期間 
(自 平成21年４月１日
至 平成21年９月30日)事業部門 

金額（千円） 金額（千円） （％） 金額（千円） 

損害保険事業（ペット保険） 7,109,936 10,682,259 50.2 4,280,382

 損害保険（アニコム損害保険㈱） 26,141 6,473,270 24,662.5 4,280,382

 （うち正味収入保険料） (－) (6,441,505) (－) (4,248,120)

 特定保険業（anicom（動物健康促進クラブ）） 7,083,794 4,208,989 △40.6 －

 （うち共済掛金収入） (6,979,985) (1,445,260) (△79.3) (－)

 （うち前受収益戻入額） (－) (2,433,359) (－) (－)

その他の事業 157,434 117,666 △25.3 75,302

 動物病院支援 45,190 54,541 20.7 25,492

 出版 64,533 22,378 △65.3 －

 保険代理店 26,733 22,268 △16.7 9,781

 その他 20,977 18,477 △11.9 40,027

合計 7,267,370 10,799,926 48.6 4,355,684

 （注）１ 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

２ 当連結会計年度におけるanicom（動物健康促進クラブ）の主な経常収益には、共済掛金収入の他、前受

収益戻入額、未払給付金戻入額が含まれております。これらの計上基準については、「第５ 経理の状

況 １連結財務諸表等(1）連結財務諸表 連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項」に記載し

ております。 

（参考）anicom（動物健康促進クラブ）の共済掛金収入及び共済支払給付金は以下のとおりです。 

 科目 

前連結会計年度 
（自 平成19年４月１日 
至 平成20年３月31日） 

（千円） 

当連結会計年度 
（自 平成20年４月１日 
至 平成21年３月31日） 

（千円） 

 共済掛金収入 6,979,985 1,445,260 

 共済支払給付金 3,288,312 2,059,723 

なお、anicom（動物健康促進クラブ）については、特定保険業（ペット保険）を行っておりましたが、

平成21年４月２日に特定保険業を廃業しております。 

３ 主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合については、全体の10％を超える

相手先が無いため記載しておりません。 

４ アニコム損害保険株式会社は平成20年４月１日以降に保険責任が開始となる保険契約の募集・引受を

行っておりますので、平成20年３月期の保険引受の実績はありません。 

５ 平成21年３月期の経常収益のうち、特定保険業（anicom（動物健康促進クラブ））に係る前受収益戻入

額2,433,359千円は、anicom（動物健康促進クラブ）が特定保険業を平成21年４月２日に廃業したため、

翌期以降の前受収益計上の必要性がなくなったことから、前期末計上額の全額を前受収益戻入額として

計上したものであります。 

６ 当中間連結会計期間より、anicom（動物健康促進クラブ）は、平成21年４月２日に特定保険業を廃業し

ており、重要性が著しく低下したため、連結の範囲から除外しております。 

 



 

－  － 
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  （訂正後） 

 最近２連結会計年度及び当第３四半期連結累計期間の経常収益を事業部門別に示すと、次のとおりでありま

す。 

前連結会計年度 
(自 平成19年４月１日
至 平成20年３月31日)

当連結会計年度 
(自 平成20年４月１日
至 平成21年３月31日)

対前年 
増減率 
（△） 

当第３四半期 
連結累計期間 

(自 平成21年４月１日
至 平成21年12月31日)

事業部門 

金額（千円） 金額（千円） （％） 金額（千円） 

損害保険事業（ペット保険） 7,109,936 10,682,259 50.2 6,588,076

 損害保険（アニコム損害保険㈱） 26,141 6,473,270 24,662.5 6,588,076

 （うち正味収入保険料） (－) (6,441,505) (－) (6,536,331)

 特定保険業（anicom（動物健康促進クラブ）） 7,083,794 4,208,989 △40.6 －

 （うち共済掛金収入） (6,979,985) (1,445,260) (△79.3) (－)

 （うち前受収益戻入額） (－) (2,433,359) (－) (－)

その他の事業 157,434 117,666 △25.3 106,173

 動物病院支援 45,190 54,541 20.7 39,079

 出版 64,533 22,378 △65.3 －

 保険代理店 26,733 22,268 △16.7 14,374

 その他 20,977 18,477 △11.9 52,720

合計 7,267,370 10,799,926 48.6 6,694,250

 （注）１ 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

２ 当連結会計年度におけるanicom（動物健康促進クラブ）の主な経常収益には、共済掛金収入の他、前受

収益戻入額、未払給付金戻入額が含まれております。これらの計上基準については、「第５ 経理の状

況 １連結財務諸表等(1）連結財務諸表 連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項」に記載し

ております。 

（参考）anicom（動物健康促進クラブ）の共済掛金収入及び共済支払給付金は以下のとおりです。 

 科目 

前連結会計年度 
（自 平成19年４月１日 
至 平成20年３月31日） 

（千円） 

当連結会計年度 
（自 平成20年４月１日 
至 平成21年３月31日） 

（千円） 

 共済掛金収入 6,979,985 1,445,260 

 共済支払給付金 3,288,312 2,059,723 

なお、anicom（動物健康促進クラブ）については、特定保険業（ペット保険）を行っておりましたが、

平成21年４月２日に特定保険業を廃業しております。 

３ 主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合については、全体の10％を超える

相手先が無いため記載しておりません。 

４ アニコム損害保険株式会社は平成20年４月１日以降に保険責任が開始となる保険契約の募集・引受を

行っておりますので、平成20年３月期の保険引受の実績はありません。 

５ 平成21年３月期の経常収益のうち、特定保険業（anicom（動物健康促進クラブ））に係る前受収益戻入

額2,433,359千円は、anicom（動物健康促進クラブ）が特定保険業を平成21年４月２日に廃業したため、

翌期以降の前受収益計上の必要性がなくなったことから、前期末計上額の全額を前受収益戻入額として

計上したものであります。 

６ anicom（動物健康促進クラブ）は、平成21年４月２日に特定保険業を廃業しており、重要性が著しく低

下したため、当第３四半期連結累計期間連結の範囲から除外しております。 

 



 

－  － 
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(2）保険引受及び資産運用の状況 

  （訂正前） 

保険引受業務 

 アニコム損害保険株式会社における保険引受の実績は以下のとおりであります。 

① 元受正味保険料（含む収入積立保険料） 

 
当連結会計年度 

（自 平成20年４月１日 
至 平成21年３月31日） 

当中間連結会計期間 
（自 平成21年４月１日 
至 平成21年９月30日） 

区分 
金額 

（千円） 
構成比 
（％） 

対前年増減
（△）率 

（％） 

金額 
（千円） 

構成比 
（％） 

対前年増減
（△）率 

（％） 

ペット保険 6,441,505 100.0 ― 4,248,120 100.0 ―

合計 6,441,505 100.0 ― 4,248,120 100.0 ―

（うち収入積立保
険料） 

(―) (―) (―) (―) (―) (―)

 （注）１ アニコム損害保険株式会社は平成20年４月１日以降に保険責任が開始となる保険契約の募集・引受を

行っておりますので、平成20年３月期の保険引受の実績はありません。 

２ 元受正味保険料（含む収入積立保険料）とは、元受保険料から元受解約返戻金及び元受その他返戻金を

控除したものであります。（積立型保険の積立保険料を含む） 

 

② 正味収入保険料 

 
当連結会計年度 

（自 平成20年４月１日 
至 平成21年３月31日） 

当中間連結会計期間 
（自 平成21年４月１日 
至 平成21年９月30日） 

区分 
金額 

（千円） 
構成比 
（％） 

対前年増減
（△）率 

（％） 

金額 
（千円） 

構成比 
（％） 

対前年増減
（△）率 

（％） 

ペット保険 6,441,505 100.0 ― 4,248,120 100.0 ―

合計 6,441,505 100.0 ― 4,248,120 100.0 ―

 （注） アニコム損害保険株式会社は平成20年４月１日以降に保険責任が開始となる保険契約の募集・引受を行っ

ておりますので、平成20年３月期の保険引受の実績はありません。 

 

③ 正味支払保険金 

 
当連結会計年度 

（自 平成20年４月１日 
至 平成21年３月31日） 

当中間連結会計期間 
（自 平成21年４月１日 
至 平成21年９月30日） 

区分 
金額 

（千円） 
構成比 
（％） 

対前年増減
（△）率 

（％） 

金額 
（千円） 

構成比 
（％） 

対前年増減
（△）率 

（％） 

ペット保険 1,368,884 100.0 ― 1,726,428 100.0 ―

合計 1,368,884 100.0 ― 1,726,428 100.0 ―

 （注） アニコム損害保険株式会社は平成20年４月１日以降に保険責任が開始となる保険契約の募集・引受を行っ

ておりますので、平成20年３月期の保険金支払いの実績はありません。 

 



 

－  － 
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資産運用業務 

 アニコム損害保険株式会社の資産運用実績は以下のとおりであります。 

① 運用資産 

当連結会計年度 
（平成21年３月31日現在） 

当中間連結会計期間末 
（平成21年９月30日現在） 

区分 

金額（千円） 構成比（％） 金額（千円） 構成比（％） 

預貯金 441,946 5.6 505,055 5.9 

コールローン － － － － 

買入金銭債権 － － － － 

有価証券 5,212,074 65.5 5,834,171 67.9 

貸付金 － － － － 

土地・建物 11,851 0.1 11,029 0.1 

運用資産計 5,665,872 71.2 6,350,256 73.9 

総資産 7,955,097 100.0 8,588,379 100.0 

 

② 有価証券 

当連結会計年度 
（平成21年３月31日現在） 

当中間連結会計期間末 
（平成21年９月30日現在） 

区分 

金額（千円） 構成比（％） 金額（千円） 構成比（％） 

国債 1,907,218 36.6 1,909,108 32.7 

地方債 100,510 1.9 100,710 1.7 

社債 2,808,963 53.9 3,329,366 57.1 

株式 56,100 1.1 56,100 1.0 

外国証券 － － 299,450 5.1 

その他の証券 339,281 6.5 139,435 2.4 

合計 5,212,074 100.0 5,834,171 100.0 

 （注） 「その他の証券」は、証券投資信託の受益証券であります。 

 



 

－  － 
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③ 利回り 

運用資産利回り（インカム利回り） 

当連結会計年度 
（自 平成20年４月１日 
至 平成21年３月31日） 

当中間連結会計期間 
（自 平成21年４月１日 
至 平成21年９月30日） 

区分 

収入金額 
（千円） 

平均運用額 
（千円） 

年利回り 
（％） 

収入金額 
（千円） 

平均運用額 
（千円） 

年利回り 
（％） 

預貯金 830 450,063 0.2 492 442,821 0.2

コールローン － － － － － －

買入金銭債権 － － － － － －

有価証券 30,052 3,341,137 0.9 30,865 5,740,873 1.1

貸付金 － － － － － －

土地・建物 － 12,581 0.0 － 11,371 0.0

小計 30,883 3,803,782 0.8 31,358 6,195,067 1.0

その他 － － － － － －

合計 30,883 － － 31,358 － －

 （注） 平均運用額は、原則として各月末残高（取得原価または償却原価）の平均に基づいて算出しております。 

 

資産運用利回り（実現利回り） 

当連結会計年度 
（自 平成20年４月１日 
至 平成21年３月31日） 

当中間連結会計期間 
（自 平成21年４月１日 
至 平成21年９月30日） 

区分 
資産運用損益 
（実現ベース） 

（千円） 

平均運用額 
(取得原価ベース)

（千円） 

年利回り 
（％） 

資産運用損益
（実現ベース）

（千円） 

平均運用額 
(取得原価ベース) 

（千円） 

年利回り 
（％） 

預貯金 830 450,063 0.2 492 442,821 0.2

コールローン － － － － － －

買入金銭債権 － － － － － －

有価証券 △36,045 3,341,137 △1.1 30,895 5,740,873 1.1

貸付金 － － － － － －

土地・建物 － 12,581 0.0 － 11,371 0.0

その他 － － － － － －

合計 △35,214 3,803,782 △0.9 31,387 6,195,067 1.0

 （注）１ 平均運用額（取得原価ベース）は原則として各月末残高（取得原価または償却原価）の平均に基づいて

算出しております。 



 

－  － 
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２ 資産運用利回り（実現利回り）にその他有価証券の評価差額等を加味した時価ベースの利回り（時価総

合利回り）は以下のとおりであります。 

なお、資産運用損益等（時価ベース）は、資産運用損益（実現ベース）にその他有価証券に係る評価差

額（税効果控除前の金額による）の当期増加額を加算した金額であります。 

また、平均運用額（時価ベース）は、平均運用額（取得原価ベース）にその他有価証券に係る期首評価

差額（税効果控除前の金額による）を加算した金額であります。 

当連結会計年度 
（自 平成20年４月１日 
至 平成21年３月31日） 

当中間連結会計期間 
（自 平成21年４月１日 
至 平成21年９月30日） 

 区分 
資産運用損益等
（時価ベース）

（千円） 

平均運用額 
（時価ベース）

（千円） 

年利回り
（％）

資産運用損益等 
（時価ベース）

（千円） 

平均運用額 
（時価ベース）

（千円） 

年利回り
（％）

 預貯金 830 450,063 0.2 492 442,821 0.2

 コールローン － － － － － －

 買入金銭債権 － － － － － －

 有価証券 △45,651 3,348,366 △1.4 53,167 5,738,496 1.8

 貸付金 － － － － － －

 土地・建物 － 12,581 0.0 － 11,371 0.0

 合計 △44,820 3,811,012 △1.2 53,659 6,192,689 1.7

 



 

－  － 
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  （訂正後） 

保険引受業務 

 アニコム損害保険株式会社における保険引受の実績は以下のとおりであります。 

① 元受正味保険料（含む収入積立保険料） 

 
当連結会計年度 

（自 平成20年４月１日 
至 平成21年３月31日） 

当第３四半期連結累計期間 
（自 平成21年４月１日 

至 平成21年12月31日） 

区分 
金額 

（千円） 
構成比 
（％） 

対前年増減
（△）率 

（％） 

金額 
（千円） 

構成比 
（％） 

対前年増減
（△）率 

（％） 

ペット保険 6,441,505 100.0 ― 6,536,331 100.0 ―

合計 6,441,505 100.0 ― 6,536,331 100.0 ―

（うち収入積立保
険料） 

(―) (―) (―) (―) (―) (―)

 （注）１ アニコム損害保険株式会社は平成20年４月１日以降に保険責任が開始となる保険契約の募集・引受を

行っておりますので、平成20年３月期の保険引受の実績はありません。 

２ 元受正味保険料（含む収入積立保険料）とは、元受保険料から元受解約返戻金及び元受その他返戻金を

控除したものであります。（積立型保険の積立保険料を含む） 

 

② 正味収入保険料 

 
当連結会計年度 

（自 平成20年４月１日 
至 平成21年３月31日） 

当第３四半期連結累計期間 
（自 平成21年４月１日 

至 平成21年12月31日） 

区分 
金額 

（千円） 
構成比 
（％） 

対前年増減
（△）率 

（％） 

金額 
（千円） 

構成比 
（％） 

対前年増減
（△）率 

（％） 

ペット保険 6,441,505 100.0 ― 6,536,331 100.0 ―

合計 6,441,505 100.0 ― 6,536,331 100.0 ―

 （注） アニコム損害保険株式会社は平成20年４月１日以降に保険責任が開始となる保険契約の募集・引受を行っ

ておりますので、平成20年３月期の保険引受の実績はありません。 

 

③ 正味支払保険金 

 
当連結会計年度 

（自 平成20年４月１日 
至 平成21年３月31日） 

当第３四半期連結累計期間 
（自 平成21年４月１日 

至 平成21年12月31日） 

区分 
金額 

（千円） 
構成比 
（％） 

対前年増減
（△）率 

（％） 

金額 
（千円） 

構成比 
（％） 

対前年増減
（△）率 

（％） 

ペット保険 1,368,884 100.0 ― 2,774,986 100.0 ―

合計 1,368,884 100.0 ― 2,774,986 100.0 ―

 （注） アニコム損害保険株式会社は平成20年４月１日以降に保険責任が開始となる保険契約の募集・引受を行っ

ておりますので、平成20年３月期の保険金支払いの実績はありません。 

 



 

－  － 
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資産運用業務 

 アニコム損害保険株式会社の資産運用実績は以下のとおりであります。 

① 運用資産 

当連結会計年度 
（平成21年３月31日現在） 

当第３四半期連結会計期間末 
（平成21年12月31日現在） 

区分 

金額（千円） 構成比（％） 金額（千円） 構成比（％） 

預貯金 441,946 5.6 913,797 10.2 

コールローン － － － － 

買入金銭債権 － － － － 

有価証券 5,212,074 65.5 5,753,594 64.5 

貸付金 － － － － 

土地・建物 11,851 0.1 12,719 0.1 

運用資産計 5,665,872 71.2 6,680,111 74.8 

総資産 7,955,097 100.0 8,926,425 100.0 

 

② 有価証券 

当連結会計年度 
（平成21年３月31日現在） 

当第３四半期連結会計期間末 
（平成21年12月31日現在） 

区分 

金額（千円） 構成比（％） 金額（千円） 構成比（％） 

国債 1,907,218 36.6 1,709,400 29.7 

地方債 100,510 1.9 100,590 1.7 

社債 2,808,963 53.9 3,444,911 59.9 

株式 56,100 1.1 56,100 1.0 

外国証券 － － 303,130 5.3 

その他の証券 339,281 6.5 139,462 2.4 

合計 5,212,074 100.0 5,753,594 100.0 

 （注） 「その他の証券」は、証券投資信託の受益証券であります。 

 



 

－  － 
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③ 利回り 

運用資産利回り（インカム利回り） 

当連結会計年度 
（自 平成20年４月１日 
至 平成21年３月31日） 

当第３四半期連結累計期間 
（自 平成21年４月１日 

至 平成21年12月31日） 
区分 

収入金額 
（千円） 

平均運用額 
（千円） 

年利回り 
（％） 

収入金額 
（千円） 

平均運用額 
（千円） 

年利回り 
（％） 

預貯金 830 450,063 0.2 686 552,296 0.2

コールローン － － － － － －

買入金銭債権 － － － － － －

有価証券 30,052 3,341,137 0.9 49,860 5,754,648 1.2

貸付金 － － － － － －

土地・建物 － 12,581 0.0 － 11,399 0.0

小計 30,883 3,803,782 0.8 50,547 6,318,344 1.1

その他 － － － － － －

合計 30,883 － － 50,547 － －

 （注） 平均運用額は、原則として各月末残高（取得原価または償却原価）の平均に基づいて算出しております。 

 

資産運用利回り（実現利回り） 

当連結会計年度 
（自 平成20年４月１日 
至 平成21年３月31日） 

当第３四半期連結累計期間 
（自 平成21年４月１日 

至 平成21年12月31日） 
区分 

資産運用損益 
（実現ベース） 

（千円） 

平均運用額 
(取得原価ベース)

（千円） 

年利回り 
（％） 

資産運用損益
（実現ベース）

（千円） 

平均運用額 
(取得原価ベース) 

（千円） 

年利回り 
（％） 

預貯金 830 450,063 0.2 686 552,296 0.2

コールローン － － － － － －

買入金銭債権 － － － － － －

有価証券 △36,045 3,341,137 △1.1 49,889 5,754,648 1.2

貸付金 － － － － － －

土地・建物 － 12,581 0.0 － 11,399 0.0

その他 － － － － － －

合計 △35,214 3,803,782 △0.9 50,576 6,318,344 1.1

 （注）１ 平均運用額（取得原価ベース）は原則として各月末残高（取得原価または償却原価）の平均に基づいて

算出しております。 



 

－  － 
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２ 資産運用利回り（実現利回り）にその他有価証券の評価差額等を加味した時価ベースの利回り（時価総

合利回り）は以下のとおりであります。 

なお、資産運用損益等（時価ベース）は、資産運用損益（実現ベース）にその他有価証券に係る評価差

額（税効果控除前の金額による）の当期増加額を加算した金額であります。 

また、平均運用額（時価ベース）は、平均運用額（取得原価ベース）にその他有価証券に係る期首評価

差額（税効果控除前の金額による）を加算した金額であります。 

当連結会計年度 
（自 平成20年４月１日 
至 平成21年３月31日） 

当第３四半期連結累計期間 
（自 平成21年４月１日 
至 平成21年12月31日） 

 区分 
資産運用損益等
（時価ベース）

（千円） 

平均運用額 
（時価ベース）

（千円） 

年利回り
（％）

資産運用損益等 
（時価ベース）

（千円） 

平均運用額 
（時価ベース）

（千円） 

年利回り
（％）

 預貯金 830 450,063 0.2 686 552,296 0.2

 コールローン － － － － － －

 買入金銭債権 － － － － － －

 有価証券 △45,651 3,348,366 △1.4 92,604 5,752,270 2.1

 貸付金 － － － － － －

 土地・建物 － 12,581 0.0 － 11,399 0.0

 合計 △44,820 3,811,012 △1.2 93,291 6,315,966 2.0
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７【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】 

 当社グループに関する財政状況及び経営成績の分析・検討内容は、本書提出日現在において当社グループが判

断したものであります。 

(2）経営成績及び財政状態の分析 

  （訂正前） 

   （省略） 

第10期中間連結会計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日） 

① 経常収益 

 当中間連結会計期間における経常収益の主な内訳は、アニコム損害保険株式会社の正味収入保険料

4,248,120千円及び資産運用収益31,878千円であります。なお、anicom（動物健康促進クラブ）について

は、平成21年４月２日付で特定保険業を廃業しており、経常収益、当期純利益、剰余金、総資産等につい

て重要性が無くなったため、連結の範囲から除外しております。この結果、経常収益は4,355,684千円と

なりました。 

 

② 経常費用 

 当中間連結会計期間における経常費用の主な内訳は、アニコム損害保険株式会社の正味支払保険金、責

任準備金繰入額、支払備金繰入額等の保険引受費用2,616,927千円及び営業費及び一般管理費1,484,616千

円となり、当中間連結会計期間の経常費用は4,244,378千円となりました。 

 

③ 経常利益 

 上記の結果、111,305千円の経常利益となりました。 

 

④ 中間純利益 

 特別損失に固定資産処分損2,810千円、価格変動準備金繰入額396千円を計上し、法人税等を6,232千円

及び法人税等調整額を12,501千円計上しております。これにより中間純利益は114,367千円となりました。 

 

⑤ 資産の部 

 資産合計は、前連結会計年度に比べ479,704千円増加して、9,164,529千円となりました。その主な要因

は、営業活動で得た資金が、現金及び預貯金362,117千円の増加につながっていることによります。 

 

⑥ 負債の部 

 負債合計は、前連結会計年度に比べ396,685千円増加して4,899,585千円になりました。その主な要因は、

保険契約準備金（支払備金及び責任準備金）478,498千円の増加によるものであります。 

 

⑦ 純資産の部 

 純資産は前連結会計年度比83,018千円増加の4,264,944千円となりました。これは主に中間純利益

114,367千円の計上によるものであります。 

 



 

－  － 
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⑧ ソルベンシー・マージン比率 

 アニコム損害保険株式会社における当中間連結会計期末のソルベンシー・マージン比率は、422.2％で

あり、健全性の基準値となる200％を上回っております。正味収入保険料の増加に伴い保険引受リスクが

増加したことにより、前連結会計年度末から211.1ポイント比率が低下しておりますが、保険金等の支払

能力に問題のない水準と考えております。なお、前連結会計年度はアニコム損害保険株式会社の実質的な

開業初年度であったことから、未だ保険引受リスクが小さく、ソルベンシー・マージン比率は基準値を大

きく上回る水準にありました。 

 アニコム損害保険株式会社の「ソルベンシー・マージン比率」については、以下のとおりです。 

  
当中間会計期間末 

（平成21年９月30日現在） 
（百万円） 

 (A)ソルベンシー・マージン総額 2,465 

  資本金又は基金等 2,103 

  価格変動準備金 1 

  危険準備金 － 

  異常危険準備金 342 

  一般貸倒引当金 － 

  その他有価証券の評価差額（税効果控除前） 17 

  土地の含み損益 － 

  払戻積立金超過額 － 

  負債性資本調達手段等 － 

  控除項目 － 

  その他 － 

 
(B)リスクの合計額 
√｛（Ｒ１＋Ｒ２）²＋（Ｒ３＋Ｒ４）²｝＋Ｒ５＋Ｒ６ 

1,167 

  一般保険リスク（Ｒ１） 1,129 

  第三分野保険の保険リスク（Ｒ２） － 

  予定利率リスク（Ｒ３） － 

  資産運用リスク（Ｒ４） 65 

  経営管理リスク（Ｒ５） 35 

  巨大災害リスク（Ｒ６） － 

 
(C)ソルベンシー・マージン比率 
［(A)／｛(B)×１／２｝］×100 

422.2％ 

 



 

－  － 
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  （訂正後） 

   （省略） 

第10期第３四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日） 

① 経常収益 

 当第３四半期連結累計期間における経常収益の主な内訳は、アニコム損害保険株式会社の正味収入保険

料6,536,331千円及び資産運用収益51,390千円であります。なお、anicom（動物健康促進クラブ）につい

ては、平成21年４月２日付で特定保険業を廃業しており、経常収益、当期純利益、剰余金、総資産等につ

いて重要性が無くなったため、連結の範囲から除外しております。この結果、経常収益は6,694,250千円

となりました。 

 

② 経常費用 

 当第３四半期連結累計期間における経常費用の主な内訳は、アニコム損害保険株式会社の正味支払保険

金、責任準備金繰入額、支払備金繰入額等の保険引受費用4,045,155千円、営業費及び一般管理費

2,242,317千円となり、当第３四半期連結累計期間の経常費用は6,499,898千円となりました。 

 

③ 経常利益 

 上記の結果、194,351千円の経常利益となりました。 

 

④ 四半期純利益 

 経常利益に、特別損失の固定資産処分損12,495千円、事務所移転費用7,750千円、価格変動準備金繰入

額610千円を計上し、法人税等9,264千円及び法人税等調整額55,889千円を加減した結果、四半期純利益は

220,122千円となりました。 

 

⑤ 資産の部 

 資産合計は、前連結会計年度に比べ816,644千円増加して、9,501,469千円となりました。その主な要因

は、営業活動で得た資金が、現金及び預貯金751,978千円、有価証券88,620千円の増加につながっている

ことによります。 

 

⑥ 負債の部 

 負債合計は、前連結会計年度に比べ614,831千円増加して5,117,730千円になりました。その主な要因は、

保険契約準備金（支払備金及び責任準備金）645,141千円の増加によるものであります。 

 

⑦ 純資産の部 

 純資産は前連結会計年度比201,813千円増加の4,383,739千円となりました。これは主に四半期純利益

220,122千円の計上によるものであります。 

 



 

－  － 
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⑧ ソルベンシー・マージン比率 

 アニコム損害保険株式会社における当第３四半期連結会計期間末のソルベンシー・マージン比率は、

404.3％であり、健全性の基準値となる200％を上回っております。正味収入保険料の増加に伴い保険引受

リスクが増加したことにより、前連結会計年度末から229.0ポイント比率が低下しておりますが、保険金

等の支払能力に問題のない水準と考えております。なお、前連結会計年度はアニコム損害保険株式会社の

実質的な開業初年度であったことから、未だ保険引受リスクが小さく、ソルベンシー・マージン比率は基

準値を大きく上回る水準にありました。 

 アニコム損害保険株式会社の「ソルベンシー・マージン比率」については、以下のとおりです。 

  
当第３四半期連結会計期間末 
（平成21年12月31日現在） 

（百万円） 

 (A)ソルベンシー・マージン総額 2,728 

  資本金又は基金等 2,275 

  価格変動準備金 1 

  危険準備金 － 

  異常危険準備金 415 

  一般貸倒引当金 － 

  その他有価証券の評価差額（税効果控除前） 36 

  土地の含み損益 － 

  払戻積立金超過額 － 

  負債性資本調達手段等 － 

  控除項目 － 

  その他 － 

 
(B)リスクの合計額 
√｛（Ｒ１＋Ｒ２）²＋（Ｒ３＋Ｒ４）²｝＋Ｒ５＋Ｒ６ 

1,349 

  一般保険リスク（Ｒ１） 1,306 

  第三分野保険の保険リスク（Ｒ２） － 

  予定利率リスク（Ｒ３） － 

  資産運用リスク（Ｒ４） 72 

  経営管理リスク（Ｒ５） 41 

  巨大災害リスク（Ｒ６） － 

 
(C)ソルベンシー・マージン比率 
［(A)／｛(B)×１／２｝］×100 

404.3％ 

 



 

－  － 

 

(17) ／ 2010/02/08 21:11 (2010/02/08 21:11) ／ 000000_wk_10643558_0001010_提出_osxアニコムホールディングス_訂１の部.doc 

17

(3）当社グループの資金状況 

  （訂正前） 

   （省略） 

第10期中間連結会計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日） 

 営業活動によるキャッシュ・フローでは、当中間連結会計期間の税金等調整前中間純利益を108,098千円

計上したこと、また損害保険事業における営業活動（保険料収入）に伴う支払備金65,508千円、責任準備金

412,989千円の増加により、785,122千円の収入となりました。 

 投資活動によるキャッシュ・フローでは、当中間連結会計期間において投資活動により支出した資金は

680,915千円となりました。資金支出の主なものは、資産運用活動による支出631,770千円であり、その内訳

は、有価証券の純増351,759千円及び預貯金の純増280,011千円であります。 

 財務活動によるキャッシュ・フローでは、リース債務の返済により1,922千円の支出となりました。 

 

  （訂正後） 

   （省略） 

第10期第３四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日） 

 営業活動によるキャッシュ・フローでは、当第３四半期連結累計期間の税金等調整前四半期純利益を

173,496千円計上したこと、また損害保険事業における営業活動（保険料収入）に伴う支払備金4,306千円、

責任準備金640,835千円の増加等により、1,122,102千円の収入となりました。 

 投資活動によるキャッシュ・フローでは、当第３四半期連結累計期間において投資活動により支出した資

金は1,113,773千円となりました。資金支出の主なものは、資産運用活動による支出1,018,209千円であり、

その内訳は、有価証券の純増251,759千円及び預貯金の純増766,450千円であります。 

 財務活動によるキャッシュ・フローでは、リース債務の返済により2,634千円の支出となりました。 

 

第３【設備の状況】 
 

１【設備投資等の概要】 

  （訂正前） 

（省略） 

第10期中間連結会計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日） 

 当社グループにおける当中間連結会計期間の設備投資額は44,688千円であり、主な内訳は以下のとおりです。 

アニコム ホールディングス株式会社 本社事務所 工具器具備品 10,176千円 

アニコム損害保険株式会社      本社事務所 工具器具備品  3,187千円 

アニコム損害保険株式会社      本社事務所 ソフトウエア 30,099千円 

 上記の損害保険事業（ペット保険）のシステム構築及び、什器備品購入等を実施いたしました。 

 

  （訂正後） 

（省略） 

第10期第３四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日） 

 当社グループにおける当第３四半期連結累計期間の設備投資額は114,326千円であり、主な内訳は以下のと

おりです。 

アニコム ホールディングス株式会社 本社事務所 建物     16,717千円 

アニコム ホールディングス株式会社 本社事務所 工具器具備品 13,735千円 

アニコム損害保険株式会社      本社事務所 工具器具備品  9,860千円 

アニコム損害保険株式会社      本社事務所 ソフトウエア 66,456千円 

 上記の損害保険事業（ペット保険）のシステム構築及び、事務所移転に伴う建物附属設備、什器備品購入等

を実施いたしました。 

 



 

－  － 
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２【主要な設備の状況】 

 当社グループにおける主要な設備は、次のとおりであります。 

  （訂正前） 

(1）提出会社 

       平成21年９月30日現在

帳簿価額（千円） 
事業所名 
（所在地） 

事業部門 設備の内容
建物 

土地 
（面積㎡）

リース
資産 

ソフト 
ウエア 

その他 合計 

従業
員数
（名）

本社 
（東京都新宿区） 

持株会社 本社事務所 25,222 － 2,994 6,025 34,135 68,377 5

 （注）１ 現在休止中の設備はありません。 

２ 帳簿価額のうち「その他」は、工具、器具及び備品であります。 

３ 上記金額には消費税等は含まれておりません。 

４ 本社の建物は賃借物件であり、年間賃借料（契約金額）は、84,057千円であります。 

５ 上記の他、賃借している設備の内容は下記のとおりであります。 

設備の内容 リース期間 
年間リース料 
（千円） 

リース契約残高 
（千円） 

ＯＡ機器等 ３～５年 2,618 3,131 

 

(2）国内子会社 

    平成21年９月30日現在

帳簿価額（千円） 

会社名 
事業所名 

（所在地） 
事業部門 

設備の
内容

建物 
土地 

（面積㎡）
リース
資産 

ソフト 
ウエア 

その他 合計 

従業
員数
（名）

アニコム パフェ
株式会社 

本社 
（東京都 
新宿区） 

その他の事業
（動物病院支
援・出版等） 

本社 
事務所

－ － － 1,225 177 1,402 5

アニコム フロン
ティア株式会社 

本社 
（東京都 
新宿区） 

特定保険業事務
受託 
その他の事業
（保険代理店） 

本社 
事務所

395 － － 14,046 5,004 19,447 5

アニコム損害保険
株式会社 

本社 
（東京都 
新宿区） 

損害保険事業 
（ペット保険） 

本社 
事務所

11,029 － 6,283 85,420 21,238 123,971 207

 （注）１ 現在休止中の設備はありません。 

２ 帳簿価額のうち「その他」は、工具、器具及び備品であります。 

３ 上記金額には消費税等は含まれておりません。 

４ 各子会社の建物は親会社からの賃借物件を含んでおり、年間賃借料（契約金額）は下記のとおりであり

ます。 

会社名 
年間賃借料（契約金額）

（千円） 
  

アニコム パフェ株式会社 4,281   

アニコム フロンティア株式会社 1,116   

アニコム損害保険株式会社 74,579   



 

－  － 
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５ 上記の他、賃借している設備の内容は下記のとおりであります。 

アニコム損害保険株式会社 

設備の内容 リース期間 
年間リース料 
（千円） 

リース契約残高 
（千円） 

ＯＡ機器等 ３～５年 562 922

車両 ３年 3,188 4,818

 

  （訂正後） 

(1）提出会社 

       平成21年12月31日現在

帳簿価額（千円） 
事業所名 
（所在地） 

事業部門 設備の内容
建物 

土地 
（面積㎡）

リース
資産 

ソフト 
ウエア 

その他 合計 

従業
員数
（名）

本社 
（東京都新宿区） 

持株会社 本社事務所 32,555 － 2,634 3,903 33,980 73,075 5

 （注）１ 現在休止中の設備はありません。 

２ 帳簿価額のうち「その他」は、工具、器具及び備品であります。 

３ 上記金額には消費税等は含まれておりません。 

４ 本社の建物は賃借物件であり、年間賃借料（契約金額）は、47,614千円であります。 

５ 上記の他、賃借している設備の内容は下記のとおりであります。 

設備の内容 リース期間 
年間リース料 
（千円） 

リース契約残高 
（千円） 

ＯＡ機器等 ３～５年 2,210 2,968 

 

(2）国内子会社 

    平成21年12月31日現在

帳簿価額（千円） 

会社名 
事業所名 

（所在地） 
事業部門 

設備の
内容

建物 
土地 

（面積㎡）
リース
資産 

ソフト 
ウエア 

その他 合計 

従業
員数
（名）

アニコム パフェ
株式会社 

本社 
（東京都 
新宿区） 

その他の事業
（動物病院支
援・出版等） 

本社 
事務所

－ － － 5,320 157 5,477 9

アニコム フロン
ティア株式会社 

本社 
（東京都 
新宿区） 

特定保険業事務
受託 
その他の事業
（保険代理店） 

本社 
事務所

－ － － － － － 4

アニコム損害保険
株式会社 

本社 
（東京都 
新宿区） 

損害保険事業 
（ペット保険） 

本社 
事務所

12,719 － 5,933 115,800 25,376 159,829 201

 （注）１ 現在休止中の設備はありません。 

２ 帳簿価額のうち「その他」は、工具、器具及び備品であります。 

３ 上記金額には消費税等は含まれておりません。 

４ 各子会社の建物は親会社からの賃借物件を含んでおり、年間賃借料（契約金額）は下記のとおりであり

ます。 

会社名 
年間賃借料（契約金額）

（千円） 
  

アニコム パフェ株式会社 1,574   

アニコム フロンティア株式会社 900   

アニコム損害保険株式会社 43,910   



 

－  － 
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５ 上記の他、賃借している設備の内容は下記のとおりであります。 

アニコム損害保険株式会社 

設備の内容 リース期間 
年間リース料 
（千円） 

リース契約残高 
（千円） 

ＯＡ機器等 ３～５年 562 781

車両 ３年 3,528 6,310

 



 

－  － 

 

(21) ／ 2010/02/08 21:11 (2010/02/08 21:11) ／ 000000_wk_10643558_0001010_提出_osxアニコムホールディングス_訂１の部.doc 

21

第５【経理の状況】 
 

  （訂正前） 

 当社は、特定事業会社（企業内容等の開示に関する内閣府令第17条の15第２項に規定する事業を行う会社）に該

当するため、当第２四半期会計期間については、中間連結財務諸表及び中間財務諸表を作成しております。 

 

１．連結財務諸表及び中間連結財務諸表並びに財務諸表及び中間財務諸表の作成方法について 

（省略） 

(2）当社の中間連結財務諸表は、「中間連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成11年大蔵

省令第24号。以下「中間連結財務諸表規則」という。）並びに同規則第48条及び第69条の規定に基づき「保険

業法施行規則」（平成８年大蔵省令第５号）に準拠して作成しております。 

（省略） 

 

(4）当社の中間財務諸表は、「中間財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（昭和52年大蔵省令第

38号。以下「中間財務諸表等規則」という。）に基づいて作成しております。 

 

２．監査証明について 

（省略） 

 

(2）当社は、株式会社東京証券取引所有価証券上場規程第211条第６項の規定に基づき、金融商品取引法第193条

の２第１項の規定に準じて、当中間連結会計期間（平成21年４月１日から平成21年９月30日まで）の中間連結

財務諸表及び当中間会計期間（平成21年４月１日から平成21年９月30日まで）の中間財務諸表について、あら

た監査法人により中間監査を受けております。 

 

  （訂正後） 

１．連結財務諸表及び四半期連結財務諸表並びに財務諸表の作成方法について 

（省略） 

(2）当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年

内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）並びに同規則第61条及び第82条の規定に基づき

「保険業法施行規則」（平成８年大蔵省令第５号）に準拠して作成しております。 

（省略） 

 

(4）削除 

 

２．四半期連結会計期間に係る損益の状況について 

 当社は、特定事業会社（企業内容等の開示に関する内閣府令第17条の15第２項に規定する事業を行う会社）

に該当するため、当第３四半期連結会計期間（平成21年10月１日から平成21年12月31日まで）に係る損益の状

況については、「(2）その他」に記載しております。 

 

３．監査証明について 

（省略） 

(2）当社は、株式会社東京証券取引所有価証券上場規程第211条第６項の規定に基づき、金融商品取引法第193条

の２第１項の規定に準じて、当第３四半期連結会計期間（平成21年10月１日から平成21年12月31日まで）及び

当第３四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸表につい

て、あらた監査法人による四半期レビューを受けております。 

 



 

－  － 

 

(22) ／ 2010/02/08 21:11 (2010/02/08 21:11) ／ 000000_wk_10643558_0105100_CBS_osxアニコムホールディングス_訂１の部.doc 

22

１【連結財務諸表等】 

（１）【連結財務諸表】 

①【連結貸借対照表】 

（省略） 

  （訂正前） 

【中間連結貸借対照表】 

 （単位：千円）

 
当中間連結会計期間末 
（平成21年９月30日） 

資産の部 

現金及び預貯金 963,408

有価証券 5,892,147

有形固定資産 ※１ 101,725

無形固定資産 112,638

その他資産 2,089,312

保険業法第113条繰延資産 1,212,492

その他の資産 876,820

繰延税金資産 5,297

資産の部合計 9,164,529

負債の部 

保険契約準備金 4,208,038

支払備金 588,585

責任準備金 3,619,452

その他負債 663,442

賞与引当金 26,777

特別法上の準備金 1,327

価格変動準備金 1,327

負債の部合計 4,899,585

純資産の部 

株主資本 

資本金 3,346,225

資本剰余金 3,236,125

利益剰余金 △2,330,096

株主資本合計 4,252,253

評価・換算差額等 

その他有価証券評価差額金 12,690

評価・換算差額等合計 12,690

少数株主持分 －

純資産の部合計 4,264,944

負債及び純資産の部合計 9,164,529

 



 

－  － 
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  （訂正後） 

【四半期連結貸借対照表】 

 （単位：千円）

 
当第３四半期連結会計期間末 

（平成21年12月31日） 

資産の部 

現金及び預貯金 1,353,269

有価証券 5,811,582

有形固定資産 ※１ 109,027

無形固定資産 130,336

その他資産 2,055,969

保険業法第113条繰延資産 1,172,076

その他の資産 883,893

繰延税金資産 41,283

資産の部合計 9,501,469

負債の部 

保険契約準備金 4,374,681

支払備金 527,383

責任準備金 3,847,298

その他負債 724,924

賞与引当金 16,584

特別法上の準備金 1,540

価格変動準備金 1,540

負債の部合計 5,117,730

純資産の部 

株主資本 

資本金 3,346,225

資本剰余金 3,236,125

利益剰余金 △2,224,341

株主資本合計 4,358,008

評価・換算差額等 

その他有価証券評価差額金 25,730

評価・換算差額等合計 25,730

少数株主持分 －

純資産の部合計 4,383,739

負債及び純資産の部合計 9,501,469

 



 

－  － 

 

(24) ／ 2010/02/08 21:11 (2010/02/08 21:11) ／ 000000_wk_10643558_0105100_CBS_osxアニコムホールディングス_訂１の部.doc 

24

②【連結損益計算書】 

（省略） 

  （訂正前） 

【中間連結損益計算書】 

 （単位：千円）

 
当中間連結会計期間 

（自 平成21年４月１日 
至 平成21年９月30日） 

経常収益 4,355,684

保険引受収益 4,248,120

（うち正味収入保険料） 4,248,120

資産運用収益 31,878

（うち利息及び配当金収入） 31,836

（うち有価証券売却益） 41

その他経常収益 75,685

経常費用 4,244,378

保険引受費用 2,616,927

（うち正味支払保険金） 1,726,428

（うち損害調査費） ※１ 161,533

（うち諸手数料及び集金費） ※１ 250,466

（うち支払備金繰入額） 65,508

（うち責任準備金繰入額） 412,989

営業費及び一般管理費 ※１ 1,484,616

その他経常費用 142,834

（うち支払利息） 104

経常利益 111,305

特別損失 3,206

固定資産処分損 2,810

特別法上の準備金繰入額 396

価格変動準備金繰入額 396

税金等調整前中間純利益 108,098

法人税及び住民税等 6,232

法人税等調整額 △12,501

法人税等合計 △6,268

中間純利益 114,367

 

 



 

－  － 
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  （訂正後） 

【四半期連結損益計算書】 

 （単位：千円）

 
当第３四半期連結累計期間 
（自 平成21年４月１日 
至 平成21年12月31日） 

経常収益 6,694,250

保険引受収益 6,536,331

（うち正味収入保険料） 6,536,331

資産運用収益 51,390

（うち利息及び配当金収入） 51,349

（うち有価証券売却益） 41

その他経常収益 106,528

経常費用 6,499,898

保険引受費用 4,045,155

（うち正味支払保険金） 2,774,986

（うち損害調査費） ※１ 241,087

（うち諸手数料及び集金費） ※１ 383,939

（うち支払備金繰入額） 4,306

（うち責任準備金繰入額） 640,835

営業費及び一般管理費 ※１ 2,242,317

その他経常費用 212,425

（うち支払利息） 126

経常利益 194,351

特別損失 20,855

固定資産処分損 12,495

特別法上の準備金繰入額 610

価格変動準備金繰入額 610

事務所移転費用 7,750

税金等調整前四半期純利益 173,496

法人税及び住民税等 9,264

法人税等調整額 △55,889

法人税等合計 △46,625

四半期純利益 220,122

 



 

－  － 
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③【連結株主資本等変動計算書】 

（省略） 

  （訂正前） 

【中間連結株主資本等変動計算書】 

 （単位：千円）

 
当中間連結会計期間 

（自 平成21年４月１日 
至 平成21年９月30日） 

株主資本 

資本金 

前期末残高 3,346,225

当中間期変動額 

当中間期変動額合計 －

当中間期末残高 3,346,225

資本剰余金 

前期末残高 3,236,125

当中間期変動額 

当中間期変動額合計 －

当中間期末残高 3,236,125

利益剰余金 

前期末残高 △2,444,463

当中間期変動額 

中間純利益 114,367

当中間期変動額合計 114,367

当中間期末残高 △2,330,096

株主資本合計 

前期末残高 4,137,886

当中間期変動額 

中間純利益 114,367

当中間期変動額合計 114,367

当中間期末残高 4,252,253

評価・換算差額等 

その他有価証券評価差額金 

前期末残高 △2,377

当中間期変動額 

株主資本以外の項目の当中間期
変動額（純額） 

15,068

当中間期変動額合計 15,068

当中間期末残高 12,690

評価・換算差額等合計 

前期末残高 △2,377

当中間期変動額 

株主資本以外の項目の当中間期
変動額（純額） 

15,068

当中間期変動額合計 15,068

当中間期末残高 12,690

 



 

－  － 
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 （単位：千円）

 
当中間連結会計期間 

（自 平成21年４月１日 
至 平成21年９月30日） 

少数株主持分 

前期末残高 46,416

当中間期変動額 

株主資本以外の項目の当中間期変
動額（純額） 

△46,416

当中間期変動額合計 △46,416

当中間期末残高 －

純資産合計 

前期末残高 4,181,925

当中間期変動額 

中間純利益 114,367

株主資本以外の項目の当中間期変
動額（純額） 

△31,348

当中間期変動額合計 83,018

当中間期末残高 4,264,944

 

 

  （訂正後） 

【中間連結株主資本等変動計算書】削除 

 



 

－  － 
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④【連結キャッシュ・フロー計算書】 

（省略） 

  （訂正前） 

【中間連結キャッシュ・フロー計算書】 

 （単位：千円）

 
当中間連結会計期間 

（自 平成21年４月１日 
至 平成21年９月30日） 

営業活動によるキャッシュ・フロー 

税金等調整前中間純利益 108,098

減価償却費 29,568

支払備金の増減額（△は減少） 65,508

責任準備金の増減額（△は減少） 412,989

賞与引当金の増減額（△は減少） △1,280

価格変動準備金の増減額（△は減
少） 

396

利息及び配当金収入 △31,836

有価証券関係損益（△は益） △41

支払利息 104

有形固定資産関係損益（△は益） 2,810

その他資産（除く投資活動関連、財
務活動関連）の増減額（△は増加） 

93,465

その他負債（除く投資活動関連、財
務活動関連）の増減額（△は減少） 

83,114

小計 762,897

利息及び配当金の受取額 31,430

利息の支払額 △104

法人税等の支払額 △9,100

営業活動によるキャッシュ・フロー 785,122

投資活動によるキャッシュ・フロー 

預貯金の純増減額（△は増加） △280,011

有価証券の取得による支出 △1,751,759

有価証券の売却・償還による収入 1,400,000

資産運用活動計 △631,770

営業活動及び資産運用活動計 153,352

有形固定資産の取得による支出 △14,136

その他 △35,008

投資活動によるキャッシュ・フロー △680,915

財務活動によるキャッシュ・フロー 

リース債務の返済による支出 △1,922

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,922

現金及び現金同等物の増減額（△は減
少） 

102,284

現金及び現金同等物の期首残高 481,290

連結除外に伴う現金及び現金同等物の
減少額 

△20,178

現金及び現金同等物の中間期末残高 ※１ 563,396

 



 

－  － 
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  （訂正後） 

【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】 

 （単位：千円）

 
当第３四半期連結累計期間 
（自 平成21年４月１日 
至 平成21年12月31日） 

営業活動によるキャッシュ・フロー 

税金等調整前四半期純利益 173,496

減価償却費 45,468

支払備金の増減額（△は減少） 4,306

責任準備金の増減額（△は減少） 640,835

賞与引当金の増減額（△は減少） △11,473

価格変動準備金の増減額（△は減
少） 

610

利息及び配当金収入 △51,349

有価証券関係損益（△は益） △41

支払利息 126

有形固定資産関係損益（△は益） 12,495

その他資産（除く投資活動関連、財
務活動関連）の増減額（△は増加） 

163,125

その他負債（除く投資活動関連、財
務活動関連）の増減額（△は減少） 

108,925

小計 1,086,524

利息及び配当金の受取額 45,398

利息の支払額 △126

法人税等の支払額 △9,694

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,122,102

投資活動によるキャッシュ・フロー 

預貯金の純増減額（△は増加） △766,450

有価証券の取得による支出 △1,851,759

有価証券の売却・償還による収入 1,600,000

資産運用活動計 △1,018,209

営業活動及び資産運用活動計 103,893

有形固定資産の取得による支出 △31,227

その他 △64,337

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,113,773

財務活動によるキャッシュ・フロー 

リース債務の返済による支出 △2,634

財務活動によるキャッシュ・フロー △2,634

現金及び現金同等物の増減額（△は減
少） 

5,693

現金及び現金同等物の期首残高 481,290

連結除外に伴う現金及び現金同等物の
減少額 

△20,178

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１ 466,805
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  （訂正前） 

【中間連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項】 

項目 
当中間連結会計期間 

（自 平成21年４月１日 
至 平成21年９月30日） 

 

１．連結の範囲に関する事項 (1）連結子会社の数  ３社 

連結子会社の名称 

アニコム損害保険㈱ 

アニコム パフェ㈱ 

アニコム フロンティア㈱ 

anicom（動物健康促進クラブ）につ

いては、平成21年４月２日に特定保

険業を廃業しており、重要性が著し

く低下したため、連結の範囲から除

外しております。 

 

 (2）主要な非連結子会社の名称等  

  非連結子会社は、anicom（動物健康

促進クラブ）であります。 

 非連結子会社については、総資産、

経常収益、中間純損益（持分に見合う

額）及び利益剰余金（持分に見合う

額）等の観点からみて、いずれも企業

集団の財政状態及び経営成績に関する

合理的な判断を妨げない程度に重要性

が乏しいため、連結の範囲から除外し

ております。 

 

２．持分法の適用に関する事

項 

 非連結子会社anicom（動物健康促進ク

ラブ）については、中間純損益（持分に

見合う額）及び利益剰余金（持分に見合

う額）等に及ぼす影響が軽微であり、か

つ全体としても重要性が乏しいため、持

分法を適用しておりません。 

 

３．連結子会社の中間決算日

等に関する事項 

 すべての連結子会社の中間期の末日

は、中間連結決算日と一致しておりま

す。 

 

(1）重要な資産の評価基準及び評価方法  

① 有価証券の評価基準及び評価方法  

４．会計処理基準に関する事

項 

(イ）満期保有目的の債券の評価

は、移動平均法に基づく償却原

価法によっております。 

 

 (ロ）その他有価証券のうち時価の

あるものの評価は、中間決算日

の市場価格等に基づく時価法に

よっております。 

 

  なお、評価差額は全部純資産

直入法により処理し、また、売

却原価の算定は移動平均法に

よっております。 
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項目 
当中間連結会計期間 

（自 平成21年４月１日 
至 平成21年９月30日） 

 

 (ハ）その他有価証券のうち時価の

ないものの評価は、移動平均法

に基づく原価法または償却原価

法によっております。 

 

 (2）重要な減価償却資産の減価償却の方

法 

 

 ① 有形固定資産（リース資産を除

く） 

 当社及び連結子会社は定率法に

よっております。 

 

 ② 無形固定資産（リース資産を除

く） 

 当社及び連結子会社は定額法に

よっております。 

 なお、自社利用のソフトウエアに

ついては、社内における利用可能期

間（５年）に基づく定額法によって

おります。 

 

 ③ リース資産 

 所有権移転外ファイナンス・リー

ス取引に係るリース資産について

は、リース期間を耐用年数とし、残

存価額を零とする定額法によってお

ります。 

 

 (3）重要な繰延資産の処理方法  

 ① 創立費  

  旧商法施行規則の規定に基づき会

社の設立後５年間で均等額を償却す

る方法によっております。 

 

 ② 開業費  

  ５年間で均等額を償却する方法に

よっております。 
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項目 
当中間連結会計期間 

（自 平成21年４月１日 
至 平成21年９月30日） 

 

 (4）重要な引当金の計上基準  

 ① 貸倒引当金  

  当社及び連結子会社は、債権の貸

倒れによる損失に備えるため、資産

の自己査定基準及び償却・引当基準

に基づき過去の一定期間における貸

倒実績等から算出した貸倒実績率を

債権額に乗じた額を引当てておりま

す。 

 また、全ての債権については、資

産の自己査定基準に基づき、各所管

部署が資産査定を実施し、当該部署

から独立した内部監査室が査定結果

を監査しており、その査定結果に基

づいて上記の引当を行っておりま

す。 

 

 ② 賞与引当金  

  当社及び連結子会社は従業員に対

して支給する賞与の支出に充てるた

め、支給見込額の当中間連結会計期

間の負担額を計上しております。 

 

 ③ 価格変動準備金  

  損害保険子会社は、株式等の価格

変動による損失に備えるため、保険

業法第115条の規定に基づき計上し

ております。 

 

 (5）消費税等の会計処理  

  当社及び連結子会社の消費税等の会

計処理は税抜方式によっております。

ただし、損害保険子会社の営業費及び

一般管理費等の費用は税込方式によっ

ております。 

 なお、資産に係る控除対象外消費税

等は仮払金に計上し、５年間で均等償

却を行っております。 
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項目 
当中間連結会計期間 

（自 平成21年４月１日 
至 平成21年９月30日） 

 

 (6）その他中間連結財務諸表作成のため

の重要な事項 

 

  保険業法第113条繰延資産の処理方

法 

 

  保険業法第113条の規定に従い、保

険会社の免許取得後発生した事業費の

うち損害保険事業の開始に要した費用

にあたる金額を保険業法第113条繰延

資産として計上しております。 

 保険業法第113条繰延資産の償却額

の計算は、同法の規定に基づきその計

上の翌連結会計年度から保険会社の免

許取得後10年までの間に均等額を償却

することとしております。 

 

５．中間連結キャッシュ・フ

ロー計算書における資金

の範囲 

 中間連結キャッシュ・フロー計算書に

おける資金（現金及び現金同等物）は、

手許現金、要求払預金からなっておりま

す。 

 

 

【注記事項】 

（中間連結貸借対照表関係） 

当中間連結会計期間末 
（平成21年９月30日） 

 

※１ 有形固定資産の減価償却累計額は113,998千円で

あります。 

 

 

（中間連結損益計算書関係） 

当中間連結会計期間 
（自 平成21年４月１日 
至 平成21年９月30日） 

 

※１ 事業費の主な内訳は次のとおりであります。  
 

給与 694,938千円

外注委託費 252,967千円

代理店手数料 250,416千円
  

 

 なお、事業費は中間連結損益計算書における損害

調査費、営業費及び一般管理費並びに諸手数料及び

集金費の合計であります。 
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（中間連結株主資本等変動計算書関係） 

当中間連結会計期間（自平成21年４月１日 至平成21年９月30日） 

発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項 

 
前連結会計年度末株
式数（株） 

当中間連結会計期間
増加株式数（株） 

当中間連結会計期間
減少株式数（株） 

当中間連結会計期間
末株式数（株） 

発行済株式     

普通株式（注） 15,843 3,152,757 － 3,168,600 

合計 15,843 3,152,757 － 3,168,600 

 （注） 普通株式の発行済株式数の増加3,152,757株は、株式分割（１：200）による増加であります。 

 

（中間連結キャッシュ・フロー計算書関係） 

当中間連結会計期間 
（自 平成21年４月１日 
至 平成21年９月30日） 

 

※１ 現金及び現金同等物の中間期末残高と中間連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係 

 

（平成21年９月30日現在）
 

現金及び預貯金 963,408千円

定期預金 △400,011千円

現金及び現金同等物 563,396千円
  

 

２ 投資活動によるキャッシュ・フローには、保険事

業に係る資産運用業務から生じるキャッシュ・フ

ローを含んでおります。 

 

 

（リース取引関係） 

当中間連結会計期間 
（自 平成21年４月１日 
至 平成21年９月30日） 

 

ファイナンス・リース取引  

所有権移転外ファイナンス・リース取引  

(1）リース資産の内容  

① 有形固定資産  

 主としてサーバー及びその周辺機器であります。  

② 無形固定資産  

 ソフトウエアであります。  

(2）リース資産の減価償却方法  

 中間連結財務諸表作成のための基本となる重要な事

項「４．(2）重要な減価償却資産の減価償却の方法」

に記載のとおりであります。 

 

 



 

－  － 
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（有価証券関係） 

１．満期保有目的の債券で時価のあるもの 

当中間連結会計期間末（平成21年９月30日）  

種類 中間連結貸借
対照表計上額

（千円） 
時価（千円） 差額（千円）    

公社債 2,212,394 2,241,130 28,735   

合計 2,212,394 2,241,130 28,735   

 

２．その他有価証券で時価のあるもの 

当中間連結会計期間末（平成21年９月30日）  

種類 
取得原価 
（千円） 

中間連結貸借
対照表計上額

（千円） 
差額（千円）    

公社債 3,108,447 3,126,791 18,343   

外国証券 297,899 299,450 1,550   

合計 3,406,346 3,426,241 19,894   

 

３．時価評価されていない主な有価証券の内容及び中間連結貸借対照表計上額 

当中間連結会計期間末 
（平成21年９月30日） 

 

(1）満期保有目的の債券  

 該当事項はありません。  

(2）その他有価証券  
 

株式 56,100千円

その他 197,412千円
  

 

 

（金銭の信託関係） 

当中間連結会計期間末（平成21年９月30日） 

 該当事項はありません。 

 

（デリバティブ取引関係） 

当中間連結会計期間末（平成21年９月30日） 

 該当事項はありません。 

 

（ストック・オプション等関係） 

当中間連結会計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日） 

 該当事項はありません。 

 



 

－  － 
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（セグメント情報） 

【事業の種類別セグメント情報】 

当中間連結会計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日） 

 損害保険事業の経常収益及び経常利益の金額は、全セグメントの経常収益及び経常利益の金額の合計額

に占める「損害保険事業」の割合がいずれも90％超であるため、事業の種類別セグメント情報の記載を省

略しております。 

 なお、投資事業は損害保険事業の一環として行っており、独立したセグメントではありません。 

 

【所在地別セグメント情報】 

当中間連結会計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日） 

 本邦以外の国または地域に所在する連結子会社及び在外支店がないため、該当事項はありません。 

 

【海外売上高】 

当中間連結会計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日） 

 海外売上高がないため、該当事項はありません。 
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（１株当たり情報） 

当中間連結会計期間 
（自 平成21年４月１日 
至 平成21年９月30日） 

 

 

１株当たり純資産額 1,346円00銭

１株当たり中間純利益金額 36円09銭

  

 

 

 

  
 なお、潜在株式調整後１株当たり中間純利益金額につ

いては、新株予約権残高は存在するものの当社は非上場

であり期中平均株価が把握できないため記載しておりま

せん。 

 当社は平成21年６月25日付で株式１株につき200株の

株式分割を実施しております。 

 なお、当該株式分割が前期首に行われたと仮定した場

合の前連結会計年度における１株当たり情報について

は、以下のとおりであります。 

 

 

１株当たり純資産額 1,305円15銭

１株当たり当期純損失金額 66円60銭

  

 

 

 

  
 なお、潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額につ

いては、１株当たり当期純損失であるため、また、新株

予約権残高は存在するものの当社は非上場であり期中平

均株価が把握できないため記載しておりません。 

 

 （注）１．１株当たり中間純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。 

 
当中間連結会計期間 

（自 平成21年４月１日 
至 平成21年９月30日） 

 

１株当たり中間純利益金額   

中間純利益（千円） 114,367  

普通株主に帰属しない金額（千円） ―  

普通株式に係る中間純利益（千円） 114,367  

普通株式の期中平均株式数（株） 3,168,600  

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整

後１株当たり中間純利益金額の算定に含ま

れなかった潜在株式の概要 

──────  

２．１株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。 

 
当中間連結会計期間末 
（平成21年９月30日） 

 

純資産の部の合計額（千円） 4,264,944  

純資産の部の合計額から控除する金額 

（千円） 
―  

（うち少数株主持分） （―）

普通株式に係る中間期末の純資産額 

（千円） 
4,264,944  

１株当たり純資産額の算定に用いられた中

間期末の普通株式の数（株） 
3,168,600  

 

（重要な後発事象） 

 該当事項はありません。 



 

－  － 
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  （訂正後） 

【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】 

 
当第３四半期連結累計期間 
（自 平成21年４月１日 
至 平成21年12月31日） 

１．連結の範囲に関する事項

の変更 

(1）連結の範囲の変更 

 anicom（動物健康促進クラブ）は、

平成21年４月２日に特定保険業を廃業

しており、重要性が著しく低下したた

め、連結の範囲から除外しておりま

す。 

 (2）変更後の連結子会社の数 

 ３社 

 

【注記事項】 

（四半期連結貸借対照表関係） 

当第３四半期連結会計期間末 
（平成21年12月31日） 

※１ 有形固定資産の減価償却累計額は105,543千円で

あります。 

 

（四半期連結損益計算書関係） 

当第３四半期連結累計期間 
（自 平成21年４月１日 
至 平成21年12月31日） 

※１ 事業費の主な内訳は次のとおりであります。 
 

給与 1,050,663千円
  

 なお、事業費は四半期連結損益計算書における損

害調査費、営業費及び一般管理費並びに諸手数料及

び集金費の合計であります。 

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係） 

当第３四半期連結累計期間 
（自 平成21年４月１日 
至 平成21年12月31日） 

※１ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結

貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係 

（平成21年12月31日現在）
 

現金及び預貯金 1,353,269千円

定期預金 △886,464千円

現金及び現金同等物 466,805千円
  

２ 投資活動によるキャッシュ・フローには、保険事

業に係る資産運用業務から生じるキャッシュ・フ

ローを含んでおります。 
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（株主資本等関係） 

当第３四半期連結会計期間末（平成21年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 

至 平成21年12月31日） 

発行済株式の種類及び総数 

普通株式 3,168,600株 

 

（セグメント情報） 

【事業の種類別セグメント情報】 

当第３四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日） 

 損害保険事業の経常収益及び経常利益の金額は、全セグメントの経常収益の合計及び経常利益の金額の

合計額に占める「損害保険事業」の割合がいずれも90％超であるため、事業の種類別セグメント情報の記

載を省略しております。 

 なお、投資事業は損害保険事業の一環として行っており、独立したセグメントではありません。 

 

【所在地別セグメント情報】 

当第３四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日） 

 本邦以外の国または地域に所在する連結子会社及び在外支店がないため、該当事項はありません。 

 

【海外売上高】 

当第３四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日） 

 海外売上高がないため、該当事項はありません。 

 

（有価証券関係） 

１．満期保有目的の債券で時価のあるもの 

当第３四半期連結会計期間末 
（平成21年12月31日） 

種類 四半期連結貸
借対照表計上
額 

（千円） 

時価 
（千円） 

差額 
（千円） 

公社債 2,011,052 2,044,320 33,267

合計 2,011,052 2,044,320 33,267

 

２．その他有価証券で時価のあるもの 

当第３四半期連結会計期間末 
（平成21年12月31日） 

種類 
取得原価 
（千円） 

四半期連結貸
借対照表計上
額 

（千円） 

差額 
（千円） 

公社債 3,208,534 3,243,849 35,314

外国証券 298,107 303,130 5,022

合計 3,506,642 3,546,979 40,336

 



 

－  － 
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（１株当たり情報） 

１．１株当たり純資産額 

当第３四半期連結会計期間末 
（平成21年12月31日） 

 

１株当たり純資産額 1,383円49銭

  
 （注）１ １株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。 

 
当第３四半期連結会計期間末 

（平成21年12月31日） 

純資産の部の合計額（千円） 4,383,739 

純資産の部の合計額から控除する金額 

（千円） 
－ 

（うち少数株主持分） （－）

普通株式に係る四半期連結会計期間末の純

資産額（千円） 
4,383,739 

１株当たり純資産額の算定に用いられた四

半期連結会計期間末の普通株式の数（株） 
3,168,600 

２ 平成21年６月25日付で株式１株につき200株の株式分割を実施しております。 

 

２．１株当たり四半期純利益金額等 

当第３四半期連結累計期間 
（自 平成21年４月１日 
至 平成21年12月31日） 

 

１株当たり四半期純利益金額 69円47銭

  
 なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額に

ついては、新株予約権残高は存在するものの当社は非上

場であり期中平均株価が把握できないため記載しており

ません。 

 （注）１ １株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。 

 
当第３四半期連結累計期間 
（自 平成21年４月１日 
至 平成21年12月31日） 

１株当たり四半期純利益金額  

四半期純利益（千円） 220,122 

普通株主に帰属しない金額（千円） － 

普通株式に係る四半期純利益（千円） 220,122 

普通株式の期中平均株式数（株） 3,168,600 

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整

後１株当たり四半期純利益金額の算定に含

めなかった潜在株式で、前連結会計年度末

から重要な変動があったものの概要 

────── 

２ 平成21年６月25日付で株式１株につき200株の株式分割を実施しております。 

 



 

－  － 
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（重要な後発事象） 

当第３四半期連結会計期間 
（自 平成21年10月１日 
至 平成21年12月31日） 

 

（新株式の発行及び株式売出し）  

 当社株式は、平成22年１月26日に株式会社東京証券取

引所の承認を得て、平成22年３月３日に東京証券取引所

マザーズに上場を予定しております。当社はこの上場に

あたって、平成22年１月26日開催の取締役会において、

下記のとおり新株式の発行及び株式売出しを決議いたし

ました。 

 

(1）公募による新株式の発行（ブックビルディング方式

による募集） 

 

① 募集株式の数  普通株式 750,000株 

② 払込期日    平成22年３月２日 

③ 株式受渡期日  平成22年３月３日 

④ 調達資金の使途 当社子会社であるアニコム損害

保険株式会社への投資 

 

 なお、発行価額の総額は、平成22年２月９日に開催

予定の取締役会において、また、発行価格は、同取締

役会において仮条件を決定しブックビルディング方式

により平成22年２月19日に決定する予定であります。

なお、それに伴い増加する資本金の額は、平成22年２

月19日に決定する予定であります。 

 

(2）引受人の当社株主からの買取引受による株式売出し  

① 売出株式の数  普通株式 106,000株 

② 株式受渡期日  平成22年３月３日 

 

 なお、本株式売出しの売出価格については、(1)の

発行価格と同一となります。 

 

(3）オーバーアロットメントによる株式売出し  

 オーバーアロットメントによる株式売出しは、公募

等に係る投資家の需要状況を勘案し、野村證券株式会

社が行う株式売出しであります。したがって以下の売

出株式の数は上限売出株式の数を示したものであり、

需要状況により減少もしくは中止される場合がありま

す。 

 

① 売出株式の数  普通株式 128,400株 

② 株式受渡期日  平成22年３月３日 

 

 なお、本株式売出しの売出価格については、(1)の

発行価格と同一となります。 

 



 

－  － 
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当第３四半期連結会計期間 
（自 平成21年10月１日 
至 平成21年12月31日） 

 

(4）第三者割当増資による新株式の発行  

 当社株主より当社普通株式を借入れた野村證券株式

会社が売出人となる、(3)のオーバーアロットメント

による株式売出しに伴い、第三者割当増資による新株

式の発行決議を行っております。 

 

① 発行株式の数  普通株式 128,400株 

② 申込期日    平成22年３月26日 

③ 払込期日    平成22年３月29日 

④ 割当先     野村證券株式会社 

⑤ 調達資金の使途 当社子会社であるアニコム損害

保険株式会社への投資 

 

 なお、割当価格については、(1)の発行価格と同時

に平成22年２月19日に決定する予定であり、発行価額

の総額及び増加する資本金の額については、平成22年

３月29日に確定いたします。 

 

 また、(3)のオーバーアロットメントによる株式売

出しが中止される場合は、本第三者割当増資による新

株式の発行は中止されます。なお、申込期日迄に申込

のないものについては、株式の発行を打切ることとな

ります。 

 

 



 

－  － 
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（２）【その他】 

  （訂正前） 

最近の経営成績及び財政状態について 

   （省略） 

 

  （訂正後） 

第３四半期連結会計期間に係る四半期連結損益計算書 

 当社は、特定事業会社（企業内容等の開示に関する内閣府令第17条の15第２項に規定する事業を行う

会社）に該当するため、当第３四半期連結会計期間に係る四半期連結損益計算書については、四半期レ

ビューを受けておりません。 

 （単位：千円）

 
当第３四半期連結会計期間 
（自 平成21年10月１日 
至 平成21年12月31日） 

経常収益 2,338,565

保険引受収益 2,288,210

（うち正味収入保険料） 2,288,210

資産運用収益 19,512

（うち利息及び配当金収入） 19,512

（うち有価証券売却益） －

その他経常収益 30,843

経常費用 2,255,519

保険引受費用 1,428,228

（うち正味支払保険金） 1,048,558

（うち損害調査費） 79,554

（うち諸手数料及び集金費） 133,472

（うち支払備金繰入額） △61,202

（うち責任準備金繰入額） 227,845

営業費及び一般管理費 757,700

その他経常費用 69,590

（うち支払利息） 21

経常利益 83,046

特別損失 17,648

固定資産処分損 9,685

特別法上の準備金繰入額 213

価格変動準備金繰入額 213

事務所移転費用 7,750

税金等調整前四半期純利益 65,397

法人税及び住民税等 3,031

法人税等調整額 △43,388

法人税等合計 △40,357

四半期純利益 105,754

 （注） 上記は、第３四半期連結累計期間に係る四半期連結損益計算書の金額から中間連結損益計算書の金額を差

し引いて作成しております。 

 



 

－  － 
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（セグメント情報） 

［事業の種類別セグメント情報］ 

当第３四半期連結会計期間（自 平成21年10月１日 至 平成21年12月31日） 

 損害保険事業の経常収益及び経常利益の金額は、全セグメントの経常収益の合計及び経常利益の金額の

合計額に占める「損害保険事業」の割合がいずれも90％超であるため、事業の種類別セグメント情報の記

載を省略しております。 

 なお、投資事業は損害保険事業の一環として行っており、独立したセグメントではありません。 

 

［所在地別セグメント情報］ 

当第３四半期連結会計期間（自 平成21年10月１日 至 平成21年12月31日） 

 本邦以外の国または地域に所在する連結子会社及び在外支店がないため、該当事項はありません。 

 

［海外売上高］ 

当第３四半期連結会計期間（自 平成21年10月１日 至 平成21年12月31日） 

 海外売上高がないため、該当事項はありません。 

 

（１株当たり情報） 

当第３四半期連結会計期間 
（自 平成21年10月１日 
至 平成21年12月31日） 

 

１株当たり四半期純利益金額 33円38銭

  
 なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額に

ついては、新株予約権残高は存在するものの当社は非上

場であり期中平均株価が把握できないため記載しており

ません。 

 （注） １株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。 

 
当第３四半期連結会計期間 
（自 平成21年10月１日 
至 平成21年12月31日） 

１株当たり四半期純利益金額  

四半期純利益（千円） 105,754 

普通株主に帰属しない金額（千円） － 

普通株式に係る四半期純利益（千円） 105,754 

普通株式の期中平均株式数（株） 3,168,600 

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整

後１株当たり四半期純利益金額の算定に含

めなかった潜在株式で、前連結会計年度末

から重要な変動があったものの概要 

────── 

 



 

－  － 
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２【財務諸表等】 

（１）【財務諸表】 

①【貸借対照表】 

   （省略） 

  （訂正前） 

【中間貸借対照表】 

 （単位：千円）

 
当中間会計期間末 

（平成21年９月30日） 

資産の部 

流動資産 

現金及び預金 431,684

売掛金 180

有価証券 57,976

その他 16,308

流動資産合計 506,149

固定資産 

有形固定資産 ※１ 59,358

無形固定資産 9,019

投資その他の資産 

関係会社株式 5,334,030

その他 66,496

投資その他の資産合計 5,400,526

固定資産合計 5,468,904

資産合計 5,975,053

負債の部 

流動負債 

リース債務 1,437

未払法人税等 1,778

賞与引当金 854

その他 50,876

流動負債合計 54,946

固定負債 

リース債務 1,556

固定負債合計 1,556

負債合計 56,503

純資産の部 

株主資本 

資本金 3,346,225

資本剰余金 

資本準備金 3,236,125

資本剰余金合計 3,236,125

利益剰余金 

その他利益剰余金 

繰越利益剰余金 △663,799

利益剰余金合計 △663,799

株主資本合計 5,918,550

純資産合計 5,918,550

負債純資産合計 5,975,053

 

  （訂正後） 

【中間貸借対照表】削除 



 

－  － 
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②【損益計算書】 

   （省略） 

  （訂正前） 

【中間損益計算書】 

 （単位：千円）

 
当中間会計期間 

（自 平成21年４月１日 
至 平成21年９月30日） 

営業収益 

経営管理料 232,114

営業収益合計 232,114

営業費用 

販売費及び一般管理費 ※１ 187,295

営業費用合計 187,295

営業利益 44,818

営業外収益 585

営業外費用 98

経常利益 45,305

特別損失 1,365

税引前中間純利益 43,940

法人税、住民税及び事業税 605

法人税等調整額 △2,259

法人税等合計 △1,654

中間純利益 45,595

 

  （訂正後） 

【中間損益計算書】削除 



 

－  － 
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③【株主資本等変動計算書】 

   （省略） 

  （訂正前） 

【中間株主資本等変動計算書】 

 （単位：千円）

 
当中間会計期間 

（自 平成21年４月１日 
至 平成21年９月30日） 

株主資本 

資本金 

前期末残高 3,346,225

当中間期変動額 

当中間期変動額合計 －

当中間期末残高 3,346,225

資本剰余金 

資本準備金 

前期末残高 3,236,125

当中間期変動額 

当中間期変動額合計 －

当中間期末残高 3,236,125

利益剰余金 

その他利益剰余金 

繰越利益剰余金 

前期末残高 △709,394

当中間期変動額 

中間純利益 45,595

当中間期変動額合計 45,595

当中間期末残高 △663,799

株主資本合計 

前期末残高 5,872,955

当中間期変動額 

中間純利益 45,595

当中間期変動額合計 45,595

当中間期末残高 5,918,550

純資産合計 

前期末残高 5,872,955

当中間期変動額 

中間純利益 45,595

当中間期変動額合計 45,595

当中間期末残高 5,918,550

 

  （訂正後） 

【中間株主資本等変動計算書】削除 

 



 

－  － 
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  （訂正前） 

【中間財務諸表作成のための基本となる重要な事項】 

項目 
当中間会計期間 

（自 平成21年４月１日 
至 平成21年９月30日） 

 

１ 有価証券の評価基準及び

評価方法 

(1）満期保有目的の債券の評価は、移動

平均法に基づく償却原価法によってお

ります。 

 

 (2）関係会社株式の評価は、移動平均法

に基づく原価法によっております。 

 

 (3）その他有価証券のうち時価のあるも

のの評価は、中間決算日の市場価格等

に基づく時価法によっております。 

 

  なお、評価差額は全部純資産直入法

により処理し、また、売却原価の算定

は移動平均法によっております。 

 

 (4）その他有価証券のうち時価のないも

のの評価は、移動平均法に基づく原価

法または償却原価法によっておりま

す。 

 

(1）有形固定資産（リース資産を除く）  ２ 固定資産の減価償却の方

法  有形固定資産の減価償却は定率法に

よっております。なお、主な耐用年数

は次のとおりであります。 

 

 建物         ５～15年  

 工具、器具及び備品  ４～15年  

 (2）無形固定資産（リース資産を除く）  

  定額法によっております。  

  なお、自社利用のソフトウエアにつ

いては、社内における利用可能期間

（５年）に基づく定額法によっており

ます。 

 

 (3）リース資産  

  所有権移転外ファイナンス・リース

取引に係るリース資産については、

リース期間を耐用年数とし、残存価額

を零とする定額法によっております。

 

３ 引当金の計上基準 賞与引当金  

  従業員に対して支給する賞与の支出に

充てるため、支給見込額の当中間会計期

間の負担額を計上しております。 

 

 消費税等の会計処理は税抜方式によっ

ております。 

 

 

４ 消費税等の会計処理 

 なお、資産に係る控除対象外消費税等

は長期前払費用に計上し、５年間で均等

償却を行っております。 

 

 



 

－  － 
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【注記事項】 

（中間貸借対照表関係） 

当中間会計期間末 
（平成21年９月30日） 

 

※１ 有形固定資産の減価償却累計額は72,224千円であ

ります。 

 

 

（中間損益計算書関係） 

当中間会計期間 
（自 平成21年４月１日 
至 平成21年９月30日） 

 

※１ 減価償却実施額  
 

有形固定資産 6,676千円

無形固定資産 5,683千円
  

 

 

（中間株主資本等変動計算書関係） 

当中間会計期間 
（自 平成21年４月１日 
至 平成21年９月30日） 

 

 該当事項はありません。  

 

（リース取引関係） 

当中間会計期間 
（自 平成21年４月１日 
至 平成21年９月30日） 

 

ファイナンス・リース取引  

所有権移転外ファイナンス・リース取引  

(1）リース資産の内容  

① 有形固定資産  

 主としてサーバー及びその周辺機器であります。  

② 無形固定資産  

 ソフトウエアであります。  

(2）リース資産の減価償却方法  

 中間財務諸表作成のための基本となる重要な事項

「２．固定資産の減価償却の方法」に記載のとおりで

あります。 

 

 

（有価証券関係） 

当中間会計期間末（平成21年９月30日現在） 

 子会社株式及び関連会社株式で時価のあるものはありません。 

 

（重要な後発事象） 

 該当事項はありません。 

 

  （訂正後） 

【中間財務諸表作成のための基本となる重要な事項】削除 

【注記事項】削除 

 




	表紙 
	中表紙

	目次

	第一部【企業情報】 
	第２【事業の状況】 
	１【業績等の概要】 
	２【生産、受注及び販売の状況】 
	７【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】 

	第３【設備の状況】 
	１【設備投資等の概要】 
	２【主要な設備の状況】 

	第５【経理の状況】 
	１【連結財務諸表等】 
	（１）【連結財務諸表】 
	（２）【その他】 

	２【財務諸表等】 
	（１）【財務諸表】 



	［四半期レビュー報告書］




